
11．セグメント情報（平成21年４月１日～平成22年３月31日） （単位：千円）

新年金事業 旧年金事業 農地売買貸借事業 計 相 殺 消 去 合 計

Ò．事業費用、事業収益及び事業損益
事業費用
給付金 391¶625 140¶227¶994 ` 140¶619¶619 ` 140¶619¶619

運用諸費 43¶716 ` ` 43¶716 ` 43¶716

運用損失 13¶500 ` ` 13¶500 ` 13¶500

給付準備金繰入 25¶326¶177 ` ` 25¶326¶177 ` 25¶326¶177

業務費 1¶413¶761 1¶441¶876 53¶394 2¶909¶033 ` 2¶909¶033

一般管理費 285¶090 184¶119 30¶349 499¶559 ` 499¶559

その他事業費 243¶499 116¶100 50 359¶650 ` 359¶650

財務費用 ` 4¶576¶291 122¶794 4¶699¶086 � 122¶794 4¶576¶291

計 27¶717¶372 146¶546¶382 206¶589 174¶470¶344 � 122¶794 174¶347¶549

事業収益
運営費交付金収益 1¶622¶411 1¶552¶210 80¶277 3¶254¶899 ` 3¶254¶899

保険料収入 13¶307¶666 ` ` 13¶307¶666 ` 13¶307¶666

運用収益 10¶959¶098 122¶794 71¶515 11¶153¶408 � 122¶794 11¶030¶613

補助金等収益 1¶750¶637 123¶162¶288 54¶343 124¶967¶269 ` 124¶967¶269

財源措置予定額収益 ` 20¶760¶000 ` 20¶760¶000 ` 20¶760¶000

資産見返負債戻入 69¶497 64¶274 3¶571 137¶342 ` 137¶342

その他事業収入 8¶300 53¶492 2¶036 63¶828 ` 63¶828

計 27¶717¶611 145¶715¶059 211¶743 173¶644¶414 � 122¶794 173¶521¶619

事業損益 239 � 831¶322 5¶153 � 825¶929 ` � 825¶929

Ó．総資産額
農地等割賦売渡債権 ` ` 163¶755 163¶755 ` 163¶755

農地等取得資金貸付金 ` ` 1¶760¶709 1¶760¶709 ` 1¶760¶709

金銭信託 88¶686¶829 ` ` 88¶686¶829 ` 88¶686¶829

投資有価証券 46¶773¶935 ` ` 46¶773¶935 ` 46¶773¶935

未収財源措置予定額 ` 385¶480¶000 ` 385¶480¶000 ` 385¶480¶000

その他 9¶638¶688 3¶955¶688 190¶669 13¶785¶046 � 2¶397¶006 11¶388¶039

計 145¶099¶453 389¶435¶688 2¶115¶135 536¶650¶277 � 2¶397¶006 534¶253¶270

注１．セグメントを事業の内容に応じて、新年金事業、旧年金事業、農地売買貸借事業に配分しております。
注２．事業の内容

\ 新年金事業については、特例付加年金勘定及び農業者老齢年金等勘定の額を合算したものを計上しております。
] 旧年金事業については、旧制度を取り扱う旧年金勘定の額を計上しております。
^ 農地売買貸借事業については、農地売買貸借等勘定の額を計上しております。

注３．国民一人当たりのセグメント費用は、新年金事業216•9円、旧年金事業1¶147•0円、農地売買貸借等事業1•6円であります。
※平成17年度国勢調査の確定人口127¶767¶994人（平成18年10月31日官報告示）を用いて算出しております。

注４．引当外退職給付増加見積額は、新年金事業�5¶811千円、旧年金事業�3¶522千円、農地売買貸借等事業�588千円であります。
注５．引当外賞与見積額は、新年金事業1¶899千円、旧年金事業�3¶103千円、農地売買貸借等事業1¶628千円であります。
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